
表彰校一覧「ふくしまっ子元気大賞」 ～体力の向上に向けて特色ある取組を実践している学校～ 

 

 

 

今年度も、子どもたちの体力向上や健康な生活に向けて特色ある取組を推進している学校、

体力向上に顕著な成果をあげている学校を表彰する「ふくしまっ子体力・健康優秀校表彰式」

が行われました。以下に受賞校と表彰式の様子を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

H３１.２.2６ 
第４２号 

福島県教育庁 
健康教育課 

ふくしまっ子体力・健康優秀校表彰式 H31.2.19 



表彰校一覧「ふくしまっ子体力向上優秀校」 ～体力の向上に顕著な成果が認められる学校～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰校一覧「なわとびコンテスト上位（第１位）校」 ～長なわとび～ 



文 責 （指導主事 高橋英人） 
 
 
 
 

表彰校一覧「食育推進優秀校」 ～年間を通して食育を計画的・組織的・効果的に行い 

顕著な成果を収めた学校～ 

式では、「ふくしまっ子元気大賞」「ふくしまっ子体力向上優秀校」「食育推進

優秀校」には県教育長から、「なわとびコンテスト上位校」には公益財団法人東

日本大震災復興支援財団事務局長様から賞状が手渡されました。 

その後、南相馬市立小高・福浦・金房・鳩原小学校、会津若松市立湊中学校、

福島県立磐城高等学校、いわき市立田人小学校、郡山市立御代田小学校、会津若

松市立一箕小学校の６校から実践事例の紹介がありました。「体育の授業の充

実」「自分手帳の活用」「運動身体づくりプログラムの継続的な実施」「朝や業間

の工夫した活動」「ＩＣＴ機器の活用」「家庭との連携」など、全校体制での取組

が、成果として表れているということが紹介されました。 

福島大学の森知高特任教授からは、「年間を通して」「毎朝」「毎日」といった

継続することの重要性などについて講評をいただきました。 

今後も、児童生徒の体力向上と健康な生活の推進を図ることができるよう積極

的に事業を展開していきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 


